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瀬戸内海沿岸地帯の黄色種タバコ産地においては, 新品種 Hicks磐田2号を BrightYelow と同じよ





されたにも拘らず, 異常発雷が発生することに着目して, 実際栽培上の問題点を探索すると同時に, タバ
コの花成に支配的に働 く日長と温度に関する基礎的実験を行なった｡ その結果, 現在の育苗法には異常発
雷を積極的に誘起する条件は存在せず, その発生には本圃の温度条件が支配的であることを兄いだした｡
すなわち, 移植後の低温とくに明期の低温はタバコの花成を促進すること, タバコの低温感受性は大甫ほ
ど大きく, Hicks磐田2号でその傾向の著しいこと, 瀬戸内海沿岸地帯では大苗が用いられ, 移植期の4
月上旬はかなり低温で, かつ温度の日較差が小さいことなどのために着乗数が減少することが明らかにな
った｡
したがって異常発雷の防止対策としては, なるべく小首 (9枚苗) を用いること, および トンネル被覆
を行ない明期温度を上昇さすことが有効であるとしている｡
なお中 ･四国, 近畿, 北陸の一部を対象として着菓数に関する実態調査を行ない, 着乗数と気象および
耕種法との関係を解析した結果, 着乗数と移植後1か月間の平均気温と日較差および トンネル被覆期間の
長さとの間に高い正の相関関係を認め, これらの回帰式から各産地の着乗数を推定できるとしている｡












(3) 瀬戸内海沿岸地帯では大筒が用いられ, 移植期の4月上旬はいまだ低温で, かつ温度の日較差が小
さい｡ したがって, かかる条件下では Hicks磐田2号は早く花芽を分化し, かつ相対的に低温条件下で
栄養生長を行なうので着菓数が減少する｡
(4) 異常発菅の防止には, なるべく小首を用い, トンネル被覆により明期の温度の上昇を図ることが有
効である｡
(5)着英数と移植後1か月間の平均気温と温度の日較差および トンネル被覆期間の長さとの間には, 高
い正の相関関係が認められ, それらの回帰式から各産地の着菓数が推定できる｡
(6) 着英数を増すと乾葉の収量増と品質の向上が得られるが, 着乗数が多すぎると品質が低下する｡
以上の知見は現在広 くタバコ栽培の実際面にとりいれられて, 菓タバコの収量安定と品質向上に大きく
寄与しており, 作物学の進歩に貢献するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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